
切削油の基礎 ものづくりの工程

【加工例】
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属
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【加工方法】
自動盤加工、旋削加工、マシニングセンター、フライス加工、ドリル加工、リーマ加工、タップ加工
歯車加工、研削加工、深穴加工、ブローチ加工、ねじ転造加工、ホーニング加工、放電加工 など

【加工物例】

原材料の金属を加工する際に幅広く使用されるのが切削油です。硬い金属で原材料を削る際に発生する
熱を冷却する役割や、削る工具の保護皮膜を作る、金属の削りカスが溶着しないようにするなど金属加
工物製造に無くてはならない油になります。



一般潤滑油と切削油の違い
項目 一般潤滑油 切削油

摩擦面の温度 低い 極めて高い

摩擦表面 酸化金属表面 新生金属面

油の侵入の難易度 容易 困難

摩擦状態 繰り返し摩擦 １回のみ摩擦

摩擦面圧（荷重） 小さい 非常に大きい

摩擦時間 割合に遅い 極度に短い

切削油

不水溶性切削油材

水溶性切削油材

MQL

活性系

不活性系

油脂系

硫黄系極圧材を含有し銅に対する
活性が高い油剤
硫黄系極圧材を含有し銅に対する
活性が低い油剤

硫黄系極圧材を含有しない油剤

ミスト加工専用油材

エマルション

ソリューブル

ソリューション

多量の基油と少量の界面活性剤で構
成(粒径1～100μｍ)※白色
少量の基油と多量の界面活性剤で構成
(粒径0.1～1μm)※半透明

界面活性剤で構成し、ミセル粒径は
なく、溶解している※透明

切削油の種類

不水溶性切削油のJIS規格(JIS K2241)



不水溶性切削油の粘度における特性

水溶性切削油のJIS規格(JIS K2241)

水溶性切削油材タ
イプ 定義 希釈液

外観 特徴

エマルション
鉱油や合成油など水に溶けな
い基油と界面活性剤からなり、
水に加えて希釈すると外観が
乳白色になるもの

切削性能重視
(重切削など)

ソリューブル

界面活性剤など水に溶ける成
分単独、または水に溶ける成
分と鉱油や合成油など水に溶
けない成分からなり、水に加
えて希釈すると外観が半透明
ないし透明になるもの

切削性能と洗浄性の
バランス

ソリューション
水に溶ける成分からなり、水
に加えて希釈すると外観が透
明になるもの

洗浄性
研削性能
重視
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